
 

 

 

   「沈黙」は聴く・考えるに   校長 横野 悟 

秋も深まり、澄んだ空気の中に金木犀の香りが漂う季節となりました。校内では、11月の音楽会に向けて、子どもたち

の歌声や楽器の音があちらこちらから聞こえてきます。練習を重ねる中で、友だちと協力し合い、心を一つにする姿が少

しずつ見られるようになってきました。 

そんな中、先日うれしいニュースがありました。大阪大学の坂口志文特任教授が、2025年のノーベル生理学・医学賞

を受賞されたのです。坂口教授は、「免疫のブレーキ」とも呼ばれる「制御性T細胞（Tレグ）」を発見し、免疫が暴走して

自分の体を攻撃してしまう「自己免疫疾患」の仕組みを明らかにされました。この研究は、人類の健康や医療の発展に大

きく貢献するものであり、世界中から高く評価されています。坂口教授の研究は、決して最初から順風満帆ではなかった

そうです。誰も疑問に思わなかった分野に挑み、何年もの間、地道にデータを集め、考え、またやり直す･･･その繰り返しで

した。「なぜ免疫が自分自身を攻撃してしまうのか」という根源的な問いに向き合い続けた、あきらめない探究心こそが、

今回の偉大な発見へとつながったのです。坂口教授の座右の銘は、「一つ一つ」。ノーベル賞という輝かしい成果も、一

瞬のひらめきではなく、日々の小さな努力と工夫の積み重ねによって生まれたのです。 

この言葉は、音楽会に向けて頑張る子どもたちの姿にもぴったり重なります。初めは音が合わなかったり、リズムがずれ

たりすることもあります。けれども、一人ひとりが「今日はここを頑張ろう」「もう少しきれいな音を出したい」と考えながら、

一つ一つの音を丁寧に重ねていくことで、やがて大きなハーモニーが生まれます。この経験を通して、子どもたちは「努力

が実を結ぶ喜び」や「仲間と協力する大切さ」を自然と学んでいきます。今の時代、AIなどの技術が進み、知識や答えを

簡単に手に入れることができるようになりました。しかし、坂口教授の歩みが示しているように、本当に大切なのは「考え

る力」と「粘り強さ」です。AIが出した答えをそのまま受け入れるのではなく、「本当にそうかな？」「ほかの方法はないか

な？」と、自分で考えること。その積み重ねが、未来を切り拓く力になります。 

ご家庭でも、お子さまが「難しい」「できない」と感じているときこそ、「今、考えていることが大切なんだよ」「一歩ずつ進

めばいいよ」と、温かく励ましてあげてください。子どもたちが『自分の頭で考え』『一つ一つ』努力を積み重ねることで、

やがてどんな困難にも向き合える強さを身につけていくでしょう。11月の音楽会では、そんな子どもたちの努力の結晶

が、美しい音楽となって響き渡ることを楽しみにしています。保護者の皆様にも、どうぞ温かい拍手で子どもたちの成長を

見届けていただければ幸いです。 

 

 

児童ホールに、全校児童の願いが込められた「平和の虹」が完成しました。この取組は、１０月に６年生が中心となって

行った平和報告会の活動の一環として行われたものです。平和報告会では、修学旅行で訪れた広島での学習や、平和

記念資料館で感じたことをもとに、６年生が自分たちなりの言葉で「平和とは何か」「今、自分たちにできること」について

発表しました。その思いを全校に伝え、みんなで平和について考える機会としました。報告会の後、各学年・各グループで

「平和への願い」や「みんなが笑顔で過ごすために大切にしたいこと」を話し合い、色とりどりの紙に思いや願いを記しま

した。それらを集めて一つの大きな虹の形に仕上げたのが、この「平和の虹」です。「世界の空にかかる虹のように、私た

ち一人ひとりの笑顔と優しさがつながって、平和の輪が広がっていきます。思いやりの心を大切に、友だちを尊重し、みん

なで支え合う学校をめざそう。」・・・児童ホールにか

かる虹には、子どもたち一人ひとりの優しさや希望

の気持ちが詰まっています。この掲示を通して、子ど

もたちは改めて「日々の生活の中でできる小さな平

和づくり」について考えることができました。これか

らも、互いを思いやり、笑顔あふれる学校づくりを進

めていきたいと思います。 

長尾小学校だより １１月号 

令和７年（２０２５年）１０月３１日 宝塚市立長尾小学校長  高橋 剛  

一つ一つの音がつながって ～心を響かせる音楽会に向けて～ 

平和への願いを込めて ～平和の虹～ 



１．スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー出勤日 

本校では週１日スクールカウンセラーの筒井優介先生が来校されます。 

1０時から１６時頃まで面談可能となります。１１月６日（木）１３日（木）２０日

（木）２７日（木）が来校日です。同じくスクールソーシャルワーカーの西野緑

先生は、１０月７日（金）１４日（金）２１日（金）２８日（金）が来校日です。面談

を希望される方は、事前に担任または特別支援コーディネーター （上山教

諭）まで連絡 （８８-２０３１）をしてください。 

 

２．育友会からの寄付・寄贈 

9 月には、日本水難学会の講師をお招きし、「着衣水泳～ウイテマテ～」の

講習を実施しました。これは、育友会のご厚意による寄付により実現したもの

で、水難事故に遭遇した際にどのような行動をとるべきかを、実践的な体験

を通して学ぶ貴重な機会となりました。児童からは、「服を着たまま水に入る

と、思ったより動きにくかったけど、浮いて待つことが大事だとわかりました。」

「水の事故はこわいけど、今日の体験で少し自信がつきました。」といった感

想が寄せられ、命を守る行動について深く考えるきっかけとなりました。 

また、正門右側の大階段下には、大きめの時計を設置していただきました。

子どもたちが登下校時に時間を確認する際に大変役立っており、安全・安心

な学校生活の一助となっています。日常の中で時間を意識する習慣づくりに

もつながっています。 

育友会の皆さまの温かいご支援に、心より感謝申し上げます。 

 

 
 

日 曜日  日 曜日  

１ 土  16 日  

２ 日  17 月 長尾っ子コンサート児童鑑賞日第１部 

３ 月 文化の日 18 火 一斉防犯活動 

４ 火 全校朝の会 19 水 長尾っ子コンサート児童鑑賞日第２部 

５ 水 車椅子体験（４年） 歌唱講習会（１・４・６年） 20 木 
長尾っ子コンサート保護者鑑賞日第１部 

定時退勤日 

６ 木 
車椅子体験（４年） 歌唱講習会（２・３・５年） 

定時退勤日 
21 金 長尾っ子コンサート保護者鑑賞日第２部 

７ 金 ひらい解放文化祭見学（４年） 22 土   

８ 土 ひらい解放文化祭 23 日 勤労感謝の日 

９ 日  24 月 振替休日 

10 月 会議日（5時間終了後下校） 25 火 月曜の時間割 ダイハツもの作り教室（５年） 

11 火  26 水 食育出前授業（２年） 

12 水  27 木 定時退勤日 

13 木 
就学時健康診断（給食終了後下校） 

定時退勤日 
28 金 

クラブ活動（６校時：５・６年） 

＊４年生は５校時終了後下校 

14 金  29 土  

15 土  30 日  

 

 

 
１日（月）全校朝の会 全校音楽 

     校外学習（４年：神戸） 

４日（木）個人懇談会 食育出前授業（４年） 

５日（金）個人懇談会 食育出前授業（４年） 

８日（月）個人懇談会 

９日（火）個人懇談会 

１０日（水）個人懇談会 

１１日（木）東消防署見学（３年） 

      校外学習（２年：キッズプラザ） 

１２日（金）東消防署見学（３年）       

１５日（月）会議日 ＊５校時終了後下校 

           出前授業【エイズ】（６年） 

           東消防署見学（３年） 

１６日（火）一斉防犯活動 

１８日（木）校区人権市民集会 

１９日（金）出前狂言教室（６年） 

２２日（月）給食終了 

２３日（火）大掃除（３校時） 

２５日（木）２学期終業式 

２６日（金）～１月６日（火）冬季休業日 

１２月の主な行事予定 お知らせとお願い 


